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152 3編1章　生物の有性生殖

　減数分裂は，子孫の遺伝情報に多様性をもたらす有
ゆう

性
せい

生
せい

殖
しょく

のしくみである。ここで
は，遺伝による現象について，遺伝子座の位置，対立遺伝子の性質，減数分裂の過程
などを考慮して考えてみよう。

2つの遺伝子座が別々の染色体にある場
合を考えてみよう。2つの遺伝子座の対立
遺伝子として，それぞれAとa，Bとｂがあ
り，両親の遺伝子型はAABBとaabbとする。
この両親を交配❶して子（F1）を得て，次にF1

を自家受精させてF2を得たとする（図10上）。
A（またはa），B（またはb）は独立してい
るので，F1でつくられる配

はい

偶
ぐう

子
し

は4種類と
なり，それらは同じ確率で生じる。そして，
それらが自家受精してできるF2の遺伝子
の組み合わせは図10の表のようになる。
　対立遺伝子の間に優性と劣性がある場合，
ヘテロ接合体には，優性の形質が現れる。
Aはaに対して，Bはbに対して優性のと
き，表現型の分離比は図10下のようになる。

2つの遺伝子座が同じ染色体にある場合を考えてみよう。両親の遺伝子型はAABB

とaabbとする。この両親を交配して子（F1）を得て，次にF1を自家受精させてF2を得
たとする（図11左）。A（またはa）とB（またはb）は連

れん

鎖
さ

しているので，F1でつくられる

配偶子は2種類となり，それらは同じ確率で生じる（遺伝的組換えが起こらない場合）。
そして，それらが自家受精してできるF2の遺伝子の組み合わせは図11の表のように
なる。

6 遺伝現象との関連
The context of the genetic phenomenon

遺伝による現象は，どのように説
明できるのだろうか。
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連鎖と組換え
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A 遺伝子が独立している場合の遺伝

▲図10　遺伝子が独立している場合の遺伝
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❶2個体の配偶子の間で受精を行うこと。
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B で，F1で配偶子ができるときに染色体の一部で乗換えが起きると，新しい連
鎖が生じ，完全に連鎖している場合にはなかった遺伝子の組み合わせをもつ配偶子が
生じる。このことは，F2で現れる形質を調べることによって確かめることができる。
　例えば，花が紫色で花粉が長形のスイートピー（BBLL）と，花が赤色で花粉が丸形
のスイートピー（bbll）を交雑❷させてF1（BbLl）を得た（図12）。このF1を自家受粉させ
たところ，F2の表現型の分離比は，次のようになった。
　［BL］：［Bl］：［bL］：［bl］＝1,528：106：117：381≒13：１：１：3

　完全に連鎖している場合には生じないはずの［Bl］や［bL］が出現していることから，
組換えが起こったことがわかる。

C 遺伝的組換えが起こった場合の遺伝

5

10

▲図11　遺伝子が連鎖している場合の遺伝
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▲図12　スイートピーの交配実験

❶2個体の配偶子の間で受精を行うこと。
❷着目する形質について遺伝子型の異なる2個体間で受精を行うこと。交配の場合は，両親2個体の遺伝子型の異同は
問題にしない。
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▲図12　スイートピーの交配実験

❷優性，劣性をそれぞれ顕性，潜性と呼ぶこともある。
❸着目する形質について遺伝子型の異なる2個体間で受精を行うこと。交配の場合は，両親2個体の遺伝子型の異同は
問題にしない。


